
RA-SHI-KU　第 4号　令和 4年（2022年）９月

　大阪生活サポート協会では、会員（本人）の表現活
動支援の一環として、会員の皆さんから作品を毎年募
集しています。（締め切り：10月末）
　詳しくは当協会のホームページ（「大
阪生活サポート協会で検索」）トップ
ページ「お知らせ」をご覧ください。

今
、
あ
ら
た
め
て
「
生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合

補
償
制
度
」
の
誕
生
に
つ
い
て

　

平
成
17（
２
０
０
５
）
年
５
月
保
険
業
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
成
立
に
よ
り
、
全

国
各
地
で
既
に
運
営
さ
れ
て
い
た
互
助
会
の
存

続
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
18

（
２
０
０
６
）年
９
月
に
関
越
地
区（
東
京・埼
玉・

栃
木･
茨
城
・
新
潟
）
互
助
会
が
中
心
に
な
り
、

平
成
18
年
11
月
21
日
に
「
一
般
社
団
法
人
全
国

知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
（
以
下
、
全

国
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
）」
を
設
立
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
互
助
会
の
互
助
制
度
を
引
き
継
ぎ
、新
保
険「
生

活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度
」
が
Ａ
Ｉ
Ｕ
（
現:

Ａ
Ｉ
Ｇ
）
損
害
保
険
会
社
、
代
理
店
で
あ
る
ジ
ェ

イ
ア
イ
シ
ー
グ
ル
ー
プ
の
各
社
、
そ
し
て
全
国
生

活
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
三
者
の
「
信
頼
・
協
力
・
支

援
」
の
関
係
性
の
下
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
大
阪
知
的
障
害
児
者
生
活
サ

ポ
ー
ト
協
会
（
以
下
、大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
）

は
平
成
20（
２
０
０
８
）年
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト
、

「
生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度
」
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
当
大
阪
生
活
サ
ポ
ー

ト
協
会
の
会
員
（
補
償
制
度
加
入
者
）
数
は
１
万

人
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
を
取
巻
く
環
境
は
全
国
生
活
サ
ポ
ー

ト
協
会
発
足
当
時
の
16
年
前
と
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
会
員
の
皆
様
方
の
暮
ら
し

が
安
心
・
安
全
に
、
か
つ
豊
か
な
も
の
に
な
る
こ

と
を
願
い
、ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る「
生
活
サ
ポ
ー

ト
総
合
補
償
制
度
」
の
充
実
・
持
続
・
発
展
を
目

標
に
三
者
が
謙
虚
に
不
断
の
努
力
を
重
ね
る
こ
と

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

事
業
の
あ
ら
ま
し

　
大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
は
「
生
活
サ
ポ
ー
ト

総
合
補
償
制
度
」
に
加
え
て
、
知
的
障
が
い
者
等

が｢

自
分
ら
し
く
生
き
る｣

を
支
え
る
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
方
達
が

「
生
活
の
主
体
者
」「
権
利
の
主
体
者
」
と
し
て
安

心
・
安
全
に
、
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
向
け
て
活
動
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
環
境
づ
く
り
（
調
整
）
の
プ
ロ
セ
ス
こ

そ
が
権
利
擁
護
の
「
い
と
な
み
」
と
言
え
ま
す
。

①
会
員（
知
的
障
が
い
者
等
本
人
）参
加
型
事
業
、

家
族
・
支
援
者
支
援

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
会
員
参
加
型
事
業
の
実
施

を
３
年
に
亘
り
自
粛
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
何
と
か
実
施
で
き
な
い
か
、
ま
た
ご
家
族
を
対

象
と
し
た
研
修
会
等
の
開
催
も
検
討
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

②
支
部
（
事
業
所
等
）
活
動
等
助
成
事
業

③
調
査
・
研
究
～
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
暮
ら
す

方
た
ち
の
状
況
調
査
」

　
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
通
称：国
保
連
）

の
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
、平
成
元
（
１
９
８
９
）

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居

者
数
が
入
所
施
設
の
利
用
者
数
を
超
え
て
い
ま

す
。

　
居
住
支
援
の
主
流
と
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
暮
ら
す
方
々
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
令

和
４・
５
年
度
の
２
年
計
画
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
・
ご
家
族
、
支
部
（
事
業
所
等
）、
関
係

者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ひ
と
り
ひ
と
り
が「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」を

支
援
し
て
い
ま
す
～
大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
発
足
か
ら
15
年
～

一
般
社
団
法
人 

大
阪
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

（
大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
）

理
事
長　

安
本 

伊
佐
子

令和4年度「ホームページ作品展示コーナー」
及び「作品展示会」の作品募集について
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わ
た
し
ＲらＡ
‐
Ｓ
しＨ

Ｉ
‐
ＫくＵ
２
０
２
１ 

～
大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
作
品
展
示
会
～

　
当
大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
に
応
募

作
品
の
掲
載
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
応
募
作
品
の
作
品
展
示
会
を
今
年
度
も

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
昨
年
度
は
初
め
て
応
募
作
品
の
展
示
会

と
し
て
、
堺
市
に
あ
る
国
際
障
害
者
交
流

セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
）
に
て
令
和

４
年
２
月
８
日
（
火
）
か
ら
10
日
（
木
）

ま
で
「
わ
た
し
Ｒ
らＡ
―

Ｓ
しＨ
Ｉ
―

ＫくＵ

２
０
２
１
～
大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
作

品
展
示
会
～
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
応
募
作
品
１
０
１
点
の
う
ち
88

点
、絵
画
、手
芸
、イ
ラ
ス
ト
、書
や
写
真
、

造
形
（
粘
土
等
）
な
ど
皆
さ
ん
の
力
作
を

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
の
作

品
展
示
会
と
い
う
こ
と
で
、
美
術
の
専
門

家
に
作
品
の
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の
助
言

を
い
た
だ
き
会
場
設
営
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
の
様
子
・
展
示
し
た
各
作
品
は
撮

影
の
専
門
家
に
動
画
撮
影
を
依
頼
し
、
完

成
し
た
映
像
は
大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
に
て
発
信
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
応
募
作
品
は
冊
子
と
し
て

発
行
し
、
来
場
者
・
応
募
者
・
事
業
所
・

関
係
機
関
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
来
場
者
は
１
０
０
名

ほ
ど
で
し
た
が
、
応
募
さ
れ
た
方
が
ご
家

族
や
事
業
所
の
職
員
さ
ん
と
一
緒
に
見
に

来
ら
れ
、
自
分
の
作
品
に
見
入
っ
た
り
、

笑
顔
で
作
品
の
前
で
満
足
そ
う
に
写
真
を

撮
ら
れ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

　
当
日
は
、
入
賞
作
品
の
表
彰
式
を
行
う

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、３
月
29
日
（
火
）

に
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
に
て
当
協
会
理

事
立
会
い
の
下
、
改
め
て
表
彰
状
の
授
与

を
行
い
ま
し
た
。
入
賞
作
品
17
点
の
内
、

12
点
に
つ
い
て
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

当
日
ご
都
合
の
つ
か
な
か
っ
た
方
に
は
、

後
日
来
所
・
郵
送
に
て
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
表
彰
状
・

副
賞
と
一
人
ひ
と
り
の
入
賞
作
品
を
印
刷

し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
も
お
渡
し
し
、
皆
さ
ん

に
好
評
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
年
度
も
、
引
き
続
き
作
品
展
示
会
を

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

事業所では、日々利用者の方の表現
活動の一つとして、絵画などの作品
作りに取り組んでいますが、コロナ
禍という重苦しい時期に、このよう
な展示会を開催していただき心が
ほっと和みました。ありがとうござ
いました。（施設職員）

本人や家族にとって貴重な体験
を

させていただき、ありがとうご
ざ

いました。更に本人が楽しく興
味

を持つ活動や遊びを通じて家庭
で

も取り組めるよう、これからも
本

人のペースに合わせて頑張って
い

こうと思います。（ご家族）

作品展示会も厳しい中、工夫し

ていただきありがとうございま

す。YouTubeの発信が始まれば、

学校の先生方や友人や家族にも

伝えます。とても楽しみにして

います。（ご家族）

表現は
自由！

ご家族や施設等から次のような
メッセージをいただきました

作品展示会の様子
（YouTube）
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　令和 4 年 6 月 21 日に大阪府社会福祉会館内で開
催されました。すべての議案が承認されました。
令和 4 ～ 5 年度の役員は以下のとおり。

令和 4（2022）年度定時社員総会開催
令和4年 6月 21日

　令和 3 年度は、①会員（本人）支援としては、初
の作品展「わたし R

ら
A-S

し
HI-K

く
U2021 ～大阪生活サ

ポート協会 作品展示会～」を開催しました。②支
部活動等助成事業については 24 支部から申請があ
り、審査のうえ 22 支部に助成決定しましたが、新
型コロナウイルス感染拡大に伴い 2 事業所が辞退と
なり、最終 20 支部に助成を行いました。（総助成
額 2,014,067 円）③スポーツ振興としては「第 39
回スポーツフェスタ 2021 大阪」に参画・助成しま
した。新型コロナウイルス感染拡大状況下、計画し
た事業すべてを実施することができませんでした。

3

　引き続き、新型コロナウイルス感染の状況をみな
がら、各事業の実施を検討したいと考えています。
昨年に引き続き、第 2 回の作品展示会を開催した
いと考えています。また今年度は新たに地域支援と
して、共同生活援助（グループホーム）の実態把握
および「支援マニュアル」作成に向けての予備調査

（家族・事業所・会員〈本人〉参加の懇談会の開催）
を考えています。

令和 3年度　収支計算書
（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日）

（単位：円）
科　目 予算額 決算額

＜収入の部＞

①会費収入 23,362,000 23,776,310

②民間助成金収入 0 330,040

③受取利息収入 3,000 816

　　　　事業活動収入計 23,365,000 24,107,166

＜支出の部＞

➀事業費支出

　支部活動等助成金支出 4,300,000 2,270,567

　作品展示会支出 2,000,000 1,688,377

　集まれグループホーム 1,700,000 0

　スポーツフェスタ支出 300,000 150,000

　ソフトボール大会支出 200,000 0

　研修会支出 500,000 0

　広報費支出 850,000 695,558

　通信運搬費支出 1,500,000 1,357,003

　雑支出 20,000 11,363

　　　　事業費支出計 11,370,000 6,172,868

②管理費支出

　　　　管理費支出計 13,199,000 11,038,106

③その他の支出

　法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000

　　　　事業活動支出計 24,639,000 17,280,974

　　　　事業活動収支差額 △ 1,274,000 6,826,192

運営資金積立預金取崩収入 2,000,000 0

運営資金積立預金取得支出 10,000,000

予備費支出 726,000 －

　　　　当期収支差額 0 △ 3,173,808
　　　　前期繰越収支差額 0 29,080,975
　　　　次期繰越収支差額 0 25,907,167

科　目 予算額 　　決算額

収
入 　預かり保険料 184,758,000 188,818,990

支
出 　保険料 184,758,000 188,818,990

令和 3年度　「生活サポート総合補償制度」収支計算書
（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日）

（単位：円）

令和 4年度　収支予算書
（令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日）

（単位：円）
科　目 予算額 備　考

＜収支の部＞
①会費収入 23,742,000
②受取利息収入 3,000
　　　　事業活動収入計 23,745,000
＜支出の部＞
①事業費支出
　支部活動助成金支出 4,000,000
　表現活動支援支出 2,000,000 応募作品展示会・表彰式・交流会

　集まれグループホーム 1,700,000
　スポーツフェスタ支出 300,000
　フレンドシップソフトボール大会 200,000
　研修会支出 300,000
　広報費支出 900,000 機関紙・ホームページ等

グループホーム実態調査に向けた予備調査 350,000
　通信運搬費支出 1,500,000
　雑支出 20,000 振り込み手数料等
　　　事業費支出計 11,270,000

②管理費支出
　　　管理費支出計 13,099,000

③その他の支出
　法人税、住民税及び事業税 70,000
　　　　事業活動支出計 24,439,000
　　　　事業活動収支差額 △ 694,000
　運営資金積立預金取崩収入 2,000,000
　　　　予備費支出 1,306,000
　　　　当期収支差額 0

理事長 安本伊佐子 （社福）和泉つくし福祉会 理事長

理　事 菱川　幹人 （社福）武田塾 高井田苑 施設長

理　事 榊　　皇雄 ジェイアイシーウエスト株式会社
代表取締役

理　事 川口　博之 （社福）今川学園 今林の里 施設長

理　事 阪口　　勉 （社福）みきた福祉会 みきた作業所
施設長

監　事 吉川　喜明 学識経験者

令和 3 年度 事業報告

令和 4 年度事業について

　令和４年６月２日（木）、久宝寺緑地陸上競技場
で 3 年ぶりに開催されました。大会参加賞として
商品券を目録と一緒に参加された 12 チームに当大
阪生活サポート協会の安本理事長よりお渡ししまし
た。選手の皆さんの生き生き
した表情が印象的でした。大
会開催にあたり、大阪知的障
害者福祉協会担当役員の伊藤
正寿様をはじめ運営委員の皆
様にはいろいろお世話になり
ました。

第 56 回大阪フレンドシップソフトボール大会
（大阪知的障害者福祉協会との共催）
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●編集後記● コロナ禍を見渡せば、ネガティブな事ばかりではな
く、キャッシュレスなど接触せずに物事ができる事も多く生まれ、
一歩時代が進んだのかもと思うこともあります。しかし、対人援助
に関わる私たちの仕事は、「触れ合いを大切にする」ことは変わらず、
大事な仕事をしている自負のもと、この時代を乗り越えたいと思っ
ています。（柴沼）
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「なんでも相談」
困ったとき、

いつでも、お気軽に

【新型コロナウイルス感染症】「入院の特別措置」対象者の変更について
生活サポート総合補償制度は、医療機
関・保健所の指示により臨時施設（宿
泊施設）・自宅等での療養について「入
院」と同等に取扱い保険金をお支払い
する「みなし入院」の特別措置を実施
してきました。今般、政府より 2022
年 9 月 26 日以降の発生届の範囲を限
定する発表があり、対象の方を下記の
通り変更することになりましたのでお
知らせいたします。

● 個人賠償責任補償事故例
　自転車運転中横から歩いてきた女性に気付かず
接触し、女性は骨折し入院しました。治療費、慰
謝料含め約 50万円の支払いをしました。

　
当
大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
な
ん
で
も
相
談
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
と
ご
家
族・支
援
者
の
ご
相
談
を
、

無
料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
ご
本
人
の
ご
家
庭
で
の
困
り
ご
と
、
こ
ん
な
時
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
将
来
に
つ
い
て
不
安
な
ど
、

何
で
も
結
構
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
一
般
の
方
か
ら
の
ご
質
問
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
ご
相
談
す
る
場
合
は
、
左
記
の
①
→
②
→
③
の
順

番
で
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
ん
で
い
た
だ
く
と
、
直
接
③
の
記
入
欄
に
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

①
「
大
阪
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
」
で
ネ
ッ
ト
検
索
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
い
た
ら
、「
な
ん
で
も
相
談
」

を
ク
リ
ッ
ク
。

③
相
談
記
入
欄
に
必
要
事
項
・
相
談
内
容
を
記
入
し

た
ら
送
信
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
相
談
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、「
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
個
人
情
報
保
護
法
）」

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
法
令
等
を
遵
守
し
、
ご
相
談

者
の
個
人
情
報
の
適
切
な
保
護
に
努
め
ま
す
。

生活サポート総合補償制度

電話、FAXでの相談も
受け付けています。

（平日：午前 10時～午後 5時）
TEL 06-6764-6889
FAX 06-6770-5988

【入院・みなし入院の適用範囲】

治療・療養の場所 医療機関（病
院 ･診療所）

臨時施設（宿泊施設）・自宅

対象の方 全ての方
重症化リス
クの高い方

左記以外
の方

新型コロナ
ウイルス感
染症と診断
された日

2022年 9月
25日以前 〇 〇 〇

2022年 9月
26日以降 〇 〇 ×

•	 2022 年 9 月 26 日（月）以降に感染が診断された方のうち、重症化リスクの高い方（65 歳以上の方、入院を要する方、新
型コロナ治療薬の投与または新型コロナ罹患により酸素投与が必要な方、妊婦など）が特別措置の対象となります。

•	2022 年 9 月 25 日（日）以前に感染が診断された方は、上記以外の方も特別措置の対象となります。
•	2022 年 9 月 26 日（月）以降については、保険金をご請求いただく際に、療養証明書や My HER-SYS 画面など、新型コ

ロナウイルス感染症に罹患したことが確認できる書類のほか、重症化リスク要因により本人確認書類、母子手帳などのご提
出が必要となります。尚、今後の新型コロナウイルス感染症を取り巻く状況により本特別措置を変更することがあります。

生活サポート総合補償制度は
大阪府自転車条例、自転車保険加入
義務化に対応しています

大阪府では平成 28（2016）年 7月 1日より自転車保険の
加入が義務化されています。

保険金請求に関するお問い合わせ先　　　　　ジェイアイシーウエスト株式会社　06-6941-5187


